
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：今治D－３整地工事
�２ 発 注 者：独立行政法人 都市開発機構

今治都市開発事務所
�３ 工事場所：愛媛県今治市高地町１丁目及び阿

方地内
�４ 工 期：平成１７年２月２２日～

平成１８年１月２０日
本工事は、図－１に示すC工区（切土箇所）
からD工区（盛土箇所）へ土砂運搬を行い宅地
造成を行う工事です。以下に主な数量を記載しま
す。
機械土工（掘削・運搬工）：１８６，０００m３

岩起砕工 ：１１５，９００m３

敷均し・締固工 ：１８６，０００m３

土 質 ：花崗岩・砂質土

２．現場における問題点

この工事における最大のキーポイントは、盛土
量１８６，０００m３（地山換算）すなわち運搬土量とし
ては、約２０４，０００m３をいかに効率よく運搬するか
が、全体の工程に大きく影響するポイントである
と考慮し施工計画を検討しました。しかしながら、
現場踏査を行った結果、以下のような問題点があ

ることがわかりました。
１）運搬路として使用する箇所が、既工事におい
て路床まで仕上がっており、今回の工事で土砂
運搬することにより、路床部を乱してしまうよ
うになる。
２）既工事における防災工として設けている素掘
水路並びに、沈砂地によりダンプトラックが離
合出来る有効幅を確保出来ない。（図－２参照）
３）本四道路の上に掛かる橋梁部を通行しなけれ
ばならないため、通行時の飛散物の対策等が必
要となる。
上記３つの問題点をどのように解決したかを、
これから報告します。

３．工夫・改善点と適用結果

まず、１）の問題点については、現場発生土が
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図－１ 位置図
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花崗岩の砂質土で、且つ軟岩Ⅰ～Ⅱ程度の岩砕が
多分にあり、これで路床面を覆土することにより
（t＝３０cm程度）路床面を傷めることなく、また、
雨天時においても走行可能にすることが出来まし
た。
次に、２）については、図－２からもわかるよ
うに、素掘水路の両肩までがW＝７．５mであり、
路肩をW＝０．５m以上取ると車道有効幅は、W＝
６．５mとなります。通常、１０tDTの車幅は、２．５
mですが、ダンプ同士が違和感無く離合するに
は、車幅＋１．０m程度が必要と思われます。した
がって、現状では、実車優先で走行させた際、空
車側が、どこかで待つようになります。これでは、
運搬効率が悪く、運搬車輌を増車しなければなら
なくなります。
よって、今回素掘水路の用途を残しつつ走路を
確保しようと考え、片側の水路に φ３００の有孔管
を埋設し、単粒砕石（２０～４０mm）で水路を埋戻
し、その上に岩砕を覆土することにより、車道幅
をW＝９．７m確保するようにしました。
最後に、３）についてですが、橋面部は、十分
な強度もあるのですが、両端部のジョイント部が
むき出しの状態で施工が終了しておりこの状態で
は、到底車輌が走行するのは不可能な状態になっ
ていました。そこで、両端部のジョイント部分は、
ジョイントを挟むようにコンクリートの基礎を設
け、その上に敷き鉄板（９１４×１，８２８）を敷き詰め
且つ溶接にて固定しジョイント部の養生を図りま
した。また、橋面上は t＝５cmの仮舗装を施し、
橋面を養生しその両側には、運搬中の車輌からの
飛散物防止のため、H＝３．０mの防護柵を設置し
ました。
防護柵は、強風による飛散について、風速２５m

/sec、及び５０m/sec での風荷重を計算し、コンク
リート塊（約１．５t）を片側５個並べてカウンター
ウェイトにし、飛散防止に努めました。

４．おわりに

今回土砂運搬を効率よくするために、仮設計画
を立案し現場に反映させたことで、特記仕様書に
謳われていた“６月の梅雨時期までに約６０，０００m３

の盛土を施工のこと。”という施工条件を大幅に
クリアし、約１００，０００m３の盛土が施工できました。
仮設計画立案から運搬走路確保まで約１ヶ月の時
間を要しました。そして土運搬を着工したのが４
／２６日、それから１００，０００m３の盛土が６月末に完
了という、わずか２ヶ月での施工という驚異的な
進捗が出来たのも、この仮設計画が現場に即して
いたもの思います。

図－２ 断面図

図－３ 橋梁部養生状況
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